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予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。
健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。
お支払いには各種クレジットカードをご利用いただけます。

健康的な毎日を送れるよう、精度の高い検査と心をこめたサービスで、
皆様の健康づくりをサポートいたします。
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あなたの健 康 づくりを全力サポート！
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２０２２年４月15日発行　通巻第５４４号　公益財団法人東京都予防医学協会

［
特
集
］

働
く
女
性
の
健
康
支
援

月
経
関
連
ト
ラ
ブ
ル
を
中
心
に

スマートミール認証を取得しました

管理栄養士考案の
お弁当ランチをご提供

5

マルチスライスCTで
高品質の健康チェック

1
特定保健指導の
初回面接が可能

2
5つの

特色

人間ドック

ワンフロアでスムーズな
検診を実現

4
大腸内視鏡検査など
アフターフォローも充実

3

公益財団法人 東京都予防医学協会の

人間ドックで体と向き合う
時間をつくりませんか



肺放射線診断科 糖尿病内科 婦人科

公益財団法人東京都予防医学協会

保健会館クリニック

※診療スケジュール等を変更する場合がございます。最新情報はホームページをご覧ください。

〒162-8402 東京都新宿区市谷砂土原町1-2
TEL  03-3269-1151
URL  https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/hokenkaikan/

ADDR E S S

診 療 科目

内科

▶JR総武中央線「市ヶ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線

 「市ヶ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

AC C E S S

月曜日 ～ 金曜日 ･･･････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日 ･･･････9:00～11:30
※初診の受付 午前 ･･･････9:00～11:00

 午後 ･････13:00～16:00

診療時間

内分泌科 消化器内科 循環器内科 呼吸器内科内科

乳腺外科

〈 完全予約制 〉

あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！
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東京歯科大学市川総合病院産婦人科 准教授小川真里子

働く女性の健康支援
月経関連トラブルを中心に

04

23 本会の活動から 25 Information

10 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために

久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授小曽根基裕 

閉塞性睡眠時無呼吸  その①
11 リレーエッセイ 感染症とともに生きる

東京都港区みなと保健所保健予防課
新型コロナウイルスワクチン接種担当看護師爾見まさ子

感染予防、重症化予防のために
「少しの後押し」を

12 ニューノーマル 口腔ケアはどう変わる？

歯科医師西　真紀子

矯正時のむし歯リスクと予防
「５フィンガー法」を含めて

13 女性が抱える健康問題とその予防

日本家族計画協会 会長北村邦夫

月経前症候群(PMS)を
改善するには

14 保健会館クリニックの医師がお答えします！ 

東京都予防医学協会 消化器診断部長川崎成郎
下部内視鏡検査

16 ［保健師コラム］
健康づくりを応援したい！
ペットと癒しの関係

17 ［管理栄養士コラム］
運動を楽しく続けるための「食」サポート
不腸（不調）を改善しよう

18 ［健康運動指導士コラム］
筋肉の働きと運動
からだの安定作り出す！ 中殿筋

19

日本赤十字社熊本健康管理センター 名誉所長小山和作

おすすめの一冊
産業保健師の活動Q＆A編集委員会

『産業保健師の活動Q＆A』

20 こんにちは ！ 
健康支援センターです ！

特集



［特集］

1995年福島県立医科大学卒業、慶應義塾
大学産婦人科入局。2007年東京歯科大学
市川総合病院産婦人科助教、2015年より
現職。日本産科婦人科学会専門医、日
本女性医学学会女性ヘルスケア専門医、
日本女性心身医学会認定医。

小川 真里子
お が わ  まりこ

東京歯科大学市川総合病院
産婦人科 准教授

労働人口に占める女性の割合が４割を超え、その活躍が期待される中、

健康経営の観点からも女性従業員に対する健康支援が

重要な課題となっています。

働く女性の健康は、国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）の

３つの目標「すべての人に健康と福祉を」「ジェンダー平等を実現しよう」

「働きがいも経済成長も」の達成にもつながります。

そこで今号では、働く女性の多くが悩み、

また労働への影響の大きい月経関連のトラブルについて

東京歯科大学市川総合病院の

小川真里子先生に解説していただきます。

答
し
て
い
ま
し
た
。T

anaka

ら
は
そ

の
論
文
の
中
で
、
月
経
に
関
連
す
る
労

働
生
産
性
の
低
下
に
よ
る
年
間
推
定
経

済
損
失
は
６
８
３
０
億
円
に
も
及
ぶ
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
先
の
日
本

医
療
政
策
機
構
の
調
査
に
お
い
て
、
月

経
に
関
す
る
症
状
へ
の
対
処
と
し
て

「
何
も
し
て
い
な
い
」
人
が
約
45
％
と

最
も
多
く
、
産
婦
人
科
を
受
診
し
た
と

回
答
し
た
女
性
に
お
い
て
も
、
症
状
が

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
が
あ
り
、
お
お
む
ね

28
日
の
周
期
で
変
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
性
周
期
と
呼
び
ま
す
。
卵
胞
期
に

卵
巣
か
ら
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
一
種
で
あ

る
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
が
分
泌
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
子
宮
内
膜
が
増
殖
し
ま
す
。

卵
胞
が
膨
ら
ん
だ
の
ち
に
排
卵
す
る
と
、

今
度
は
そ
の
卵
胞
は
黄
体
と
な
り
、
内

因
性
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
プ
ロ
ゲ

ス
テ
ロ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。
妊
娠
が
成

立
し
な
け
れ
ば
黄
体
は
退
縮
し
て
白
体

最
近
、
月
経
が
何
か
と
話
題
の
よ
う

で
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
月

経
特
集
が
組
ま
れ
、
タ
レ
ン
ト
さ
ん
た

ち
が
自
ら
の
月
経
体
験
を
動
画
サ
イ
ト

な
ど
で
語
る
の
を
目
に
す
る
の
も
珍
し

く
な
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

「
生
理
の
貧
困
」
と
し
て
、
生
活
が
困

窮
し
生
理
用
品
を
購
入
で
き
な
い
女
性

た
ち
を
救
う
べ
く
、
自
治
体
な
ど
が
無

料
配
布
を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
ほ
ん
の
10
年
前
に
は

予
想
も
で
き
な
か
っ
た
状
況
で
す
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
回
私
か
ら
は
、
女

性
な
ら
誰
も
が
体
験
す
る
「
面
倒
だ
け

ど
、
な
い
と
心
配
に
も
な
る
」
月
経
に

つ
い
て
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
仕
事
に
与

え
る
影
響
や
現
在
産
婦
人
科
で
行
わ
れ

て
い
る
治
療
、
自
分
で
で
き
る
予
防
法

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、
図
１

の
よ
う
に
小
児
期
、
思
春
期
、
性
成
熟

期
、
更
年
期
、
老
年
期
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
よ
っ
て
罹
り
や
す

い
疾
患
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
う

ち
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
は
、
女
性

は
常
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
ま
す
。

と
な
り
、
卵
巣
か
ら
の
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ

ー
ル
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
の
分
泌
が
減

少
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
に
向
け
て
増
殖

し
た
子
宮
内
膜
が
剥
が
れ
排
出
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
月
経
で
す
。

月
経
に
関
連
す
る
症
状
と
し
て
は
、

出
て
か
ら
受
診
ま
で
４
カ
月
以
上
か
か

っ
て
い
た
人
が
半
数
以
上
で
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
月
経
に
関
連
す

る
症
状
は
多
く
の
女
性
に
み
ら
れ
、
仕

事
に
明
確
に
影
響
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
治
療
に
至
っ
て
い
る
女
性
は

少
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。と

は
い
え
月
経
に
関
す
る
悩
み
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
が
産
婦
人

科
を
受
診
す
る
レ
ベ
ル
な
の
か
わ
か
ら

ず
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

表
１
（
P
６
）
に
月
経
周
期
や
経
血

の
量
、
月
経
に
随
伴
す
る
症
状
に
関
す

月
経
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
無
月
経
や
月

経
の
頻
度
が
少
な
く
な
る
希
発
月
経
、

逆
に
回
数
が
多
く
な
る
頻
発
月
経
な
ど

と
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
多
く
の
女
性
が
悩
ま
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、月
経
困
難
症
や
過
多
月
経
、

月
経
前
症
候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
で
す
。

２
０
１
８
年
に
経
済
産
業
省
が
ま
と

め
た
、
女
性
従
業
員
が
抱
え
る
健
康
問

題
と
仕
事
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
報
告

で
は
、
女
性
従
業
員
の
約
６
割
が
女
性

特
有
の
健
康
課
題
な
ど
に
よ
り
職
場
で

困
っ
た
経
験
を
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
月
経
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
月

経
困
難
症
を
来
す
代
表
疾
患
で
あ
る
子

宮
内
膜
症
は
、
子
宮
内
膜
症
と
職
業
人

生
に
お
け
る
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関

連
に
つ
い
て
の
報
告
に
よ
る
と
、「
希

望
の
職
業
で
働
い
て
い
る
か
」
の
問
い

に
対
し
、「
い
い
え
」
ま
た
は
「
部
分

的
に
」
と
答
え
る
傾
向
が
、
子
宮
内
膜

症
患
者
で
は
子
宮
内
膜
症
の
な
い
女
性

と
比
較
し
高
く
、
健
康
上
の
理
由
か
ら

キ
ャ
リ
ア
決
定
が
制
限
さ
れ
る
程
度
に

つ
い
て
も
、「
強
い
」
ま
た
は
「
い
く

ら
か
」
と
答
え
る
傾
向
が
高
く
な
っ
て

い
た
と
い
い
、
キ
ャ
リ
ア
選
択
へ
の
影

響
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
２
０
１
８
年
に
日
本

医
療
政
策
機
構
が
、働
く
女
性
２
０
０
０

人
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
や
月
経
随
伴
症
状
に
よ
っ
て
、
仕
事

の
出
来
が
元
気
な
時
の
半
分
以
下
に
な

る
、
と
回
答
し
た
人
が
約
半
数
も
い
た

と
い
い
ま
す
。

T
anaka

ら
が
２
０
１
３
年
に
報
告

し
た
日
本
人
女
性
を
対
象
と
し
た
検
討

で
は
、
74
％
の
女
性
が
月
経
症
状
を
感

じ
て
お
り
、
50
％
が
月
経
痛
を
、
19
％

が
過
多
月
経
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
月
経
症
状
が
仕
事
へ
及
ぼ
す

影
響
と
し
て
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
月

経
症
状
が
強
い
ほ
ど
、
ま
た
月
経
量
が

多
い
ほ
ど
仕
事
へ
影
響
し
て
い
る
と
回

は
じ
め
に

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と

健
康
課
題

女
性
特
有
の
健
康
課
題
に

よ
る
労
働
へ
の
影
響

月
経
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
と

そ
の
概
要

働く女 性 の
健 康 支 援
月経関連トラブルを中心に

　　  10　  20　  30　  40　  50　  60　  70　  80　  90　  100     

小児期 思春期 性成熟期 更年期 老年期

初経　 妊娠・分娩・授乳 閉経

月経不順
月経痛

卵巣機能不全

性感染症
不妊症

月経前症候群
摂食障害 子宮内膜症

子宮筋腫
卵巣のう腫

子宮頸癌、乳癌

更年期障害 骨粗鬆症
動脈硬化
認知症

子宮体癌
卵巣癌

女性のライフサイクルと注意すべき疾患図1

月経痛、月経量の仕事への影響図2

Erika Tanaka et al. :J Med Econ 16(11),1255-1266(2013) 
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働く女 性 の 健 康 支 援［特 集］

妊
症
の
原
因
と
し
て
も
重
要
で
す
。
卵

巣
に
で
き
る
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
腫
と

い
う
、
中
に
古
い
血
液
が
た
ま
っ
た
嚢

胞
に
な
り
、
大
き
く
な
る
と
破
裂
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は

卵
巣
が
ん
の
原
因
に
な
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
は
平
滑
筋
と
い
う
筋
肉
で
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
子
宮
の
筋
層

内
に
子
宮
内
膜
様
の
組
織
が
浸
潤
し
、

子
宮
内
膜
症
と
同
じ
よ
う
に
月
経
の
度

に
増
殖
を
繰
り
返
す
疾
患
が
子
宮
腺
筋

症
で
す
。
子
宮
全
体
が
び
ま
ん
性
に
腫

大
し
、
強
い
月
経
痛
や
過
多
月
経
、
月

経
期
間
の
延
長
な
ど
が
起
き
ま
す
。
や

は
り
不
妊
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
が
、

み
ら
れ
る
症
状
と
し
て
は
イ
ラ
イ
ラ
、

の
ぼ
せ
、
下
腹
部
膨
満
感
、
下
腹
痛
、

腰
痛
、
頭
重
感
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、

乳
房
痛
な
ど
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。精

神
症
状
が
主
体
で
強
い
も
の
は
、

精
神
疾
患
の
診
断
基
準
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
Ｍ

‐
５
で
定
義
さ
れ
て
お
り
、
月
経
前
不

快
気
分
障
害
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
）
と
呼
ば
れ

ま
す
。
ま
た
、
も
と
も
と
罹
患
し
て
い

る
疾
患
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
月
経
前

に
増
悪
す
る
、
既
存
疾
患
の
月
経
前
増

悪
（
Ｐ
Ｍ
Ｅ
）
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
（
表
３
）。

器
質
性
月
経
困
難
症
や
過
多
月
経
を

来
す
疾
患
と
し
て
よ
く
み
ら
れ
る
も
の

は
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
腺
筋
症
、
そ

し
て
子
宮
筋
腫
で
す
（
図
３
）。

通
常
子
宮
の
内
側
に
あ
り
、
月
経
の

時
に
剥
が
れ
る
子
宮
内
膜
組
織
が
本
来

の
場
所
以
外
に
で
き
て
し
ま
う
疾
患
で

す
。
卵
巣
や
ダ
グ
ラ
ス
窩
、
腹
膜
な
ど

に
発
生
し
ま
す
が
、
ま
れ
に
肺
や
腸
、

膀
胱
な
ど
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
月
経
周
期
に
し
た
が
っ
て
そ
う
い

っ
た
内
膜
組
織
が
増
殖
を
繰
り
返
し
、

炎
症
や
癒
着
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
不

手
術
に
よ
っ
て
取
り
除
く
の
は
難
し
く
、

根
本
的
な
治
療
は
子
宮
全
摘
に
な
り
ま

す
。子

宮
筋
層
を
構
成
す
る
平
滑
筋
に
発

生
す
る
良
性
の
腫
瘍
で
す
。
小
さ
な
も

の
ま
で
含
め
る
と
、
生
殖
年
齢
の
女
性

の
20
～
30
％
に
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
発
症
部
位
に
よ
っ
て
粘
膜
下

筋
腫
、
筋
層
内
筋
腫
、
漿

し
ょ
う

膜ま
く

下か

筋
腫
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
漿
膜
下
筋
腫
の
多
く

は
無
症
状
で
す
が
、
粘
膜
下
筋
腫
は
小

さ
な
も
の
で
も
過
多
月
経
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
部
位
に
よ

っ
て
は
不
妊
症
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

る
正
常
と
異
常
の
基
準
を
列
挙
し
ま
す

が
、
こ
の
基
準
に
関
係
な
く
、
本
人
が

そ
の
こ
と
で
苦
痛
を
感
じ
て
い
れ
ば
受

診
を
検
討
し
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。
以

下
に
月
経
関
連
の
主
な
ト
ラ
ブ
ル
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
月
経
困
難
症
、
過
多
月

経
、
そ
し
て
月
経
前
症
候
群
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

月
経
に
随
伴
し
て
起
こ
る
症
状
を
月

経
困
難
症
と
い
い
、
下
腹
痛
、
腰
痛
以

外
に
も
腹
部
膨
満
感
、
嘔お

う

気き

、
頭
痛
な

ど
の
症
状
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

月
経
困
難
症
は
、
表
２
に
示
す
よ
う

に
機
能
性
月
経
困
難
症
と
器
質
性
月
経

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
月
経
困
難

症
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
起
き
ま
す
が
、

治
療
と
し
て
は
、
通
常
は
原
因
と
な
る

器
質
的
疾
患
が
あ
る
場
合
は
手
術
の
必

要
性
を
検
討
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は

主
に
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。
治
療
法

の
一
覧
は
表
４
（
P
８
）
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
薬
物
療
法
と
し
て
は
鎮
痛

薬
、
漢
方
薬
と
と
も
に
ホ
ル
モ
ン
療
法

が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

月
経
困
難
症
に
対
し
て
最
初
に
検
討

す
る
治
療
で
す
。
単
に
痛
み
を
取
る
だ

け
で
な
く
、
月
経
困
難
症
の
原
因
物
質

で
あ
る
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
の
産
生

を
抑
え
、
子
宮
筋
層
の
け
い
れ
ん
性
の

収
縮
を
抑
制
す
る
た
め
、
理
に
か
な
っ

た
治
療
法
で
す
。
痛
み
が
強
く
な
る
前

か
ら
内
服
を
開
始
し
、
月
経
２
～
３
日

ま
で
継
続
し
て
内
服
す
る
方
法
が
有
効

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

漢
方
で
は
月
経
に
関
す
る
諸
症
状
の

原
因
を
瘀お

血け
つ

と
捉
え
て
お
り
、
こ
の
瘀

血
を
取
り
除
く
駆
瘀
血
剤
が
中
心
に
使

わ
れ
ま
す
。
中
で
も
当
帰
芍
薬
散
、
加

味
逍
遥
散
お
よ
び
桂
枝
茯
苓
丸
の
婦
人

困
難
症
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
機
能

性
月
経
困
難
症
は
初
経
後
早
期
か
ら
み

ら
れ
、
月
経
の
２
日
以
内
に
強
く
、
痛

み
の
性
質
と
し
て
は
け
い
れ
ん
性
、
周

期
性
で
、
原
因
は
子
宮
頸
管
の
狭
小
や

子
宮
の
過
収
縮
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
器
質
性
月
経
困
難
症
は
月
経

前
か
ら
月
経
後
ま
で
続
く
持
続
性
の
鈍

痛
で
、後
述
す
る
よ
う
な
子
宮
内
膜
症
、

子
宮
腺
筋
症
、
子
宮
筋
腫
と
い
っ
た
何

ら
か
の
疾
患
に
伴
う
も
の
を
指
し
ま

す
。月

経
時
の
出
血
量
が
異
常
に
多
い
も

の
で
１
５
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
以
上
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
月
経

量
を
正
確
に
測
る
必
要
は
な
く
、通
常
、

月
経
中
に
凝
血
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、

日
中
も
夜
用
の
ナ
プ
キ
ン
を
必
要
と
す

る
な
ど
で
診
断
さ
れ
ま
す
。

月
経
量
が
多
い
た
め
に
貧
血
を
来
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
ま
た
子
宮

筋
腫
等
に
よ
る
も
の
以
外
に
血
液
の
疾

患
な
ど
が
原
因
で
起
き
て
い
る
こ
と
が

あ
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

月
経
前
で
あ
る
黄
体
期
に
繰
り
返
し

て
み
ら
れ
、
月
経
発
来
と
と
も
に
減
退

ま
た
は
消
失
す
る
精
神
的
あ
る
い
は
身

体
的
症
状
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
よ
く

科
三
大
処
方
は
、
い
ず
れ
も
月
経
困
難

症
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
温
経
湯
な
ど
、
月
経
困
難
症
あ
る

い
は
月
経
痛
に
適
応
を
持
つ
漢
方
薬
は

多
数
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
り

使
い
分
け
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
（
経
口
避
妊
薬
）・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
（
低

用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン

配
合
薬
）
は
、
産
婦
人
科
で
月
経
困
難

症
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
よ
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
は
、
も
と
も
と
避

妊
を
目
的
と
し
て
製
造
さ
れ
た
製
剤
で

す
が
、
副
効
用
と
し
て
優
れ
た
月
経
随

伴
症
状
緩
和
効
果
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

日
本
で
は
月
経
困
難
症
や
子
宮
内
膜
症

に
伴
う
疼
痛
な
ど
の
治
療
を
目
的
と
し

て
保
険
診
療
で
用
い
る
製
剤
が
販
売
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
Ｌ
Ｅ
Ｐ
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
は
も
と
も
と
21
日
実

薬
・
７
日
休
薬
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

用
い
て
、
休
薬
期
間
に
月
経
様
出
血
を

起
こ
す
「
周
期
投
与
」
が
主
体
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
月
経
様
出
血
に
は
特
に

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
最
近
で
は
で
き
る
だ

け
出
血
し
て
い
る
日
数
を
減
ら
す
「
連

続
投
与
法
」
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
図
４
（
P
８
）
に
現
在

日
本
で
行
わ
れ
て
い
な
い
方
法
も
含
め
、

Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
さ
ま
ざ
ま
な
投
与
法

を
示
し
ま
す
。
日
本
国
内
の
「
Ｏ
Ｃ
・

Ｌ
Ｅ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
０
年
度

版
」
で
も
、
連
続
投
与
は
周
期
投
与
よ

り
も
月
経
痛
を
有
意
に
軽
減
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
子
宮
内
膜

症
の
病
巣
縮
小
効
果
や
再
発
予
防
効
果
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
対
す
る
効
果
も
連
続
投
与
が

周
期
投
与
に
勝
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
最
大
の
合
併
症
は

血
栓
症
で
す
。
発
症
頻
度
は
１
万
人
あ

た
り
３
～
９
人
と
非
常
に
ま
れ
で
す
の

で
、
過
剰
に
心
配
し
て
禁
忌
で
な
い
女

性
が
使
用
を
避
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

月
経
困
難
症

1

過
多
月
経

2
漢
方
薬

2

Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ（
低
用
量
ピ
ル
）

3
子
宮
内
膜
症

1

子
宮
腺
筋
症

2

子
宮
筋
腫

3

月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）

3

器
質
性
月
経
困
難
症
や

過
多
月
経
を
来
す
疾
患

月
経
困
難
症
や

過
多
月
経
に
対
す
る
治
療

鎮
痛
薬（
　
　
　
　
　
　
）

1

非
ス
テ
ロ
イ
ド
系

抗
炎
症
薬

：
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄｓ

月経困難症の分類表２

年齢 機能性月経困難症 器質性月経困難症

発症時期 初経後早期 初経後10年前後以降

好発年齢 10代後半〜20代前半 20〜40代

痛みの時期 月経開始後数日 月経時に加え、月経前後

痛みの性質 けいれん性、周期性 持続性の鈍痛

原因
子宮頸管の狭小

プロスタグランジンなど
による子宮の過収縮

子宮内膜症、子宮筋腫、
子宮腺筋症などの
器質的疾患

治療 薬物療法、精神面のケア 薬物療法、手術療法

正常 異常

月経周期と
経血量

周期 25〜38日

頻発月経 25日未満

稀発月経 39日以上

無月経 3カ月以上
（生理的無月経を除く）

持続 3〜7日
過長月経 8日以上

過短月経 2日以下

経血量 20〜150g
過多月経 凝血塊を混じる

過少月経 異常に少ないもの

月経随伴
症状

月経時障害
なし〜軽度

月経困難症 中等度以上

月経前症状 月経前症候群 中等度以上

月経周期と量、月経随伴症状の正常と異常表１

PMS、PMDD、PMEの違い表３

PMS（月経前症候群）
月経前に周期的に起こる精神的あるいは身体的症状
症状は月経発来とともにほぼ消失する

PMDD（月経前不快気分障害）
PMSの重症型、精神症状が主体
やはり症状は月経発来とともにほぼ消失する

PME（premenstrual exacerbation: 既存疾患の月経前増悪）
精神疾患または身体疾患の月経前増悪
月経発来後、症状は軽快するが残存する

疾患名 イメージ 概要

子宮内膜症
●子宮内膜組織が本来の場所以外に生じる
●月経周期のたびに増殖する
●卵巣にできるとチョコレート嚢腫となる

子宮腺筋症
●子宮筋層内に子宮内膜様の組織が生じ、
　月経の度に増殖する
●子宮は全体的にびまん性に大きくなる
●強い月経痛や過多月経を起こす

子宮筋腫
●粘膜下筋腫、筋層内筋腫、漿膜下筋腫に
　分類される
●無症状のことも多いが、できる部位によって
　過多月経や月経痛などの原因になる

主な器質性月経困難症の原因疾患図３
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考
え
が
ち
で
す
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
女
性
の

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
は
正
常
で
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
な
い
女
性
と
も
差
は
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
の
変
動

に
対
す
る
感
受
性
の
違
い
や
、
黄
体
期

に
分
泌
さ
れ
る
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
の
代

謝
物
の
産
生
の
差
な
ど
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
正
常
に
働
き
、
き
ち
ん
と
排

卵
を
す
る
周
期
に
こ
そ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
症
状

が
表
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
治
療
法
と
し
て
は
漢
方
薬
、

利
尿
薬
、
Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
、
抗
う
つ
薬

で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
選
択
的
セ
ロ
ト
ニ

ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
）、
心
理
療
法

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
出
産
経
験
の
な

い
方
で
は
装
着
時
に
苦
痛
を
伴
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
出

産
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
妊

娠
を
希
望
し
な
い
方
に
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。Ｇ

ｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ
は
、
下
垂
体
か

ら
の
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
産
生
を
低
下
さ

せ
、
卵
巣
に
お
け
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の

産
生
を
抑
制
し
ま
す
。
注
射
薬
・
点
鼻

薬
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
製
剤
と
内
服
薬
の
ア

ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
製
剤
が
あ
り
、
ア
ゴ
ニ

ス
ト
製
剤
は
子
宮
内
膜
症
や
子
宮
筋
腫

に
保
険
適
用
を
有
し
ま
す
。
ア
ン
タ
ゴ

ニ
ス
ト
製
剤
は
、
日
本
国
内
で
は
子
宮

筋
腫
の
治
療
薬
と
し
て
上
市
さ
れ
ま
し

た
が
、
近
年
、
子
宮
内
膜
症
に
基
づ
く

疼
痛
の
改
善
に
対
し
保
険
適
用
を
得
た

た
め
、
子
宮
内
膜
症
に
よ
る
月
経
困
難

症
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

強
力
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
抑
制
し
、
長

期
の
使
用
で
は
骨
量
減
少
な
ど
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
原
則

と
し
て
６
カ
月
を
超
え
る
使
用
は
行
わ

な
い
こ
と
が
促
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
原
因
は
、
実
は
ま
だ
は
っ

き
り
と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
で
起
き
て
い
る
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
他
に
セ
ル
フ

ケ
ア
と
し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
、
後
に

示
す
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善

も
有
効
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
産
婦

人
科
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
治
療
法
を
図

５
に
示
し
ま
す
が
、
症
状
や
月
経
困
難

症
と
の
合
併
の
有
無
、
精
神
症
状
の
重

さ
な
ど
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
治
療
を

行
う
か
を
検
討
し
ま
す
。
た
だ
し
現
状

で
は
、
日
本
国
内
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
対
し
て

保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
部

の
利
尿
薬
だ
け
で
あ
り
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
対

す
る
周
囲
か
ら
の
理
解
や
認
知
度
の
低

さ
と
と
も
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

漢
方
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
月
経
困
難
症

と
同
様
に
瘀お

血け
つ

の
問
題
が
生
じ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

月
経
困
難
症
と
同
様
に
婦
人
科
三
大
処

ん
が
、
肥
満
や
高
齢
、
喫
煙
を
し
て
い

る
女
性
で
は
発
症
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま

す
。Ｏ

Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
黄
体
ホ
ル
モ
ン

（
生
体
内
で
産
生
さ
れ
る
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
受
容
体
に
働
く
物
質
）
の
２
種
類
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
月
経
痛
の
軽
減

や
子
宮
内
膜
症
病
変
の
縮
小
に
主
に
働

い
て
い
る
の
は
黄
体
ホ
ル
モ
ン
で
あ
り
、

こ
の
黄
体
ホ
ル
モ
ン
だ
け
の
製
剤
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

黄
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
で
あ
る
ジ
エ
ノ

方
は
い
ず
れ
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
他
に
、
便
秘
が
あ
っ
て
イ
ラ

イ
ラ
や
ほ
て
り
が
強
い
女
性
に
は
桃
核

承
気
湯
、
イ
ラ
イ
ラ
の
よ
う
な
気
滞
が

あ
る
場
合
は
抑
肝
散
、
抑
肝
散
加
陳
皮

半
夏
、
香
蘇
散
な
ど
も
使
わ
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
排
卵
の
あ
る
周
期
の
月
経

前
に
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ

て
排
卵
を
止
め
る
こ
と
が
治
療
に
な
り

ま
す
。
特
に
黄
体
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
ド

ロ
ス
ピ
レ
ノ
ン
を
含
有
し
た
製
剤
は
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
、
日
本
や
海
外
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

抗
う
つ
薬
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
は
、
月

ゲ
ス
ト
は
Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ
に
あ
る
よ
う

な
血
栓
リ
ス
ク
が
な
い
た
め
、
40
代
以

降
の
女
性
に
も
使
い
や
す
い
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
子
宮
内
膜
症

お
よ
び
子
宮
腺
筋
症
に
伴
う
疼
痛
の
改

善
に
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
低
用
量
の
製
剤
が
発
売
さ
れ
、
機

能
性
月
経
困
難
症
に
対
し
て
も
使
用
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
‐
Ｉ
Ｕ
Ｓ
は
、
も
と
も
と
避

妊
目
的
で
作
ら
れ
た
製
剤
で
す
が
、
子

宮
内
に
留
置
す
る
こ
と
で
黄
体
ホ
ル
モ

ン
を
子
宮
内
に
持
続
的
に
放
出
さ
せ
、

子
宮
内
膜
の
増
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
か

経
前
の
精
神
症
状
に
も
有
効
性
が
示
さ

れ
て
お
り
、
精
神
科
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
第
一
選
択
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
う

つ
病
に
対
し
て
使
用
す
る
時
と
は
異
な

り
、
月
経
前
の
み
に
内
服
す
る
周
期
投

与
で
も
症
状
を
軽
減
さ
せ
ま
す
の
で
、

精
神
症
状
が
主
体
の
時
に
は
非
常
に
有

効
で
す
。

こ
こ
ま
で
月
経
困
難
症
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と

い
っ
た
月
経
随
伴
症
状
の
治
療
法
を
説

明
し
ま
し
た
が
、
症
状
の
予
防
や
軽
減

の
た
め
に
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
も
重
要
で
す
。

月
経
困
難
症
に
は
、
特
に
温
熱
療
法

と
運
動
療
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。温
熱
療
法
と
し
て
、
腰

や
お
腹
を
温
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
運
動
療
法
と
し
て
は
、
２
０ 

１
９
年
の
コ
ク
ラ
ン
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い

て
１
回
あ
た
り
45
～
60
分
、
週
３
回
以

上
の
運
動
は
月
経
痛
を
有
意
に
軽
減
さ

れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
適
度

な
運
動
を
し
て
い
る
か
、
喫
煙
し
て
い

た
ら
禁
煙
、
そ
れ
か
ら
睡
眠
が
き
ち
ん

と
取
れ
て
い
る
か
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

月
経
前
に
甘
い
も
の
や
刺
激
物
を
食
べ

た
く
な
る
女
性
は
と
て
も
多
い
で
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
て
甘
い
も
の
を
大
量
に
食

べ
た
後
に
、
食
事
、
特
に
主
食
を
抜
い

て
調
整
し
よ
う
と
す
る
と
、
血
糖
の
変

動
が
大
き
く
な
り
、
余
計
に
イ
ラ
イ
ラ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
精
製
さ
れ
て
い

な
い
炭
水
化
物
を
主
食
と
し
て
し
っ
か

り
摂
る
こ
と
は
、
血
糖
の
変
動
を
緩
や

か
に
す
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。
ま
た

良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ω
脂
肪
酸
や
鉄
な
ど
を
積
極
的
に
摂
り

ま
し
ょ
う
。
生
姜
や
根
菜
類
を
使
っ
た

ス
ー
プ
な
ど
は
、
簡
単
に
作
れ
る
上
に

か
ら
だ
を
温
め
る
の
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
同

時
に
月
経
困
難
症
に
も
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

月
経
に
関
連
す
る
辛
さ
を
他
の
人
に

感
じ
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
隠
し
て
我

慢
す
る
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
症
状
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
て
自
分
に
合
っ

た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
そ
う
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

月
経
を
こ
ち
ら
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
女

性
が
さ
ら
に
活
躍
す
る
た
め
に
も
、
月

経
に
関
す
る
困
っ
た
症
状
が
あ
っ
た
ら

早
期
に
産
婦
人
科
を
受
診
し
、
治
療
に

つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

レ
ボ
ノ
ル
ゲ
ス
ト
レ
ル

放
出
子
宮
内
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
‐
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）

5

Ｇｎ
Ｒ
Ｈ
ア
ナ
ロ
グ

（
ア
ゴ
ニ
ス
ト
、ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
）

6Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
対
す
る
治
療

お
わ
り
に

月
経
随
伴
症
状
の
予
防
と

軽
減
の
た
め
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
改
善

漢
方
薬

1

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

3
Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ
Ｐ（
低
用
量
ピ
ル
）

2

月経困難症の治療法表４産婦人科における
PMSの治療法

図５

OC・LEPのさまざまな投与法図４

薬物療法
●対症療法　鎮痛薬(NSAIDsなど）、漢方薬、鎮痙薬など
●ホルモン療法
　低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬(OC・LEP)、
　ジエノゲスト
　GnRHアゴニスト/アンタゴニスト、ダナゾール
　子宮内黄体ホルモン放出システム(LNG-IUS)

手術療法（主に器質性月経困難症に対して）

●保存手術
　子宮筋腫核出術、卵巣嚢腫摘出術など
●卵巣機能温存手術　卵巣の一部のみ残す
●根治手術　子宮、卵巣、卵管をすべて摘出

その他の治療法
●心理療法など

ら
過
多
月
経
や
月

経
困
難
症
に
効
果

が
あ
り
、
保
険
適

用
も
あ
り
ま
す
。

１
回
装
着
す
る
と

５
年
間
使
用
で
き
、

月
経
時
の
出
血
量

が
著
し
く
減
少
し
、

疼
痛
も
軽
減
し
ま

す
の
で
快
適
に
生

活
で
き
ま
す
。
ま

た
、
Ｏ
Ｃ
・
Ｌ
Ｅ

Ｐ
に
み
ら
れ
る
内

服
に
伴
う
吐
き
気

や
血
栓
リ
ス
ク
も

□周期投与(Cyclic) 21/7, 24/4：28日ごとに月経様出血がある
実薬 休薬 実薬 休薬 実薬 休薬 実薬 休薬 実薬 休薬

□延長周期投与(Extended)：日本では77日実薬、7日休薬の薬剤が承認

4〜7日

実薬最長120日 休薬

□フレキシブル投与(Flexible)

３日間連続する出血→４日間の休薬後、新しいサイクルへ
MIB︰ management of intracyclic bleeding

フレキシブル期間25-120日24日 休薬

□連続投与(Continuous)：日本では未承認
実薬

黄
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤

（
ジ
エ
ノ
ゲ
ス
ト
）

4

働く女 性 の 健 康 支 援［特 集］

他の治療を検討  
GnRHアゴニストも考慮

セルフケア・心理療法

漢方療法
抑肝散

加味逍遥散
など

OC・LEP
DRSP含有
LEPなど

抗うつ薬
(SSRI)

黄体期周期投与
連続投与

無効の場合

PMS/PMDDと診断 精神科・
心療内科への
コンサルトを
検討

精神症状++

身体症状
主体

精神症状
主体
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し
、
痩
せ
て
い
て
も
O
S
A
と
診
断
さ
れ
る

方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
朝
起
き
る
と
の
ど
が
渇
く
、
午

前
中
の
頭
痛
が
ひ
ど
い
な
ど
も
特
徴
的
な
症

状
で
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

-

Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
睡
眠
外
来
で

検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

す
。
そ
し
て
こ
の
病
気
は
生
命
予
後
と
も
関

連
し
、
無
治
療
の
重
症
例
※
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
群
に
比
べ
て
致
死
的
な
イ
ベ
ン
ト
オ
ッ
ズ

比
２
・
87
と
、
命
に
関
わ
る
脳
血
管
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
生
じ
る
危
険
度
が
健
常
者
の
約
３

倍
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
）。

　
こ
の
病
気
は
特
に
中
高
年
男
性
に
多
い
で

す
が
、
女
性
で
も
更
年
期
以
降
に
増
加
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
受
診
率
が
低
く
、
未
治
療
者
の
割
合
が

高
い
問
題
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
本
人
の
病
気
に
対
す
る

認
識
が
低
く
、
家
族
の
危
機
感
と
の
間
に
大

き
な
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
毎
晩
い
び
き
に
悩
ま
さ
れ
不
眠
に
な
っ
て

し
ま
い
、
睡
眠
薬
を
使
っ
た
、
寝
室
を
変
え

た
と
い
う
ご
家
族
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
本
人
は
、
眠
っ
て
い
る
た
め
記
憶
に

残
ら
ず
、
全
く
危
機
感
が
な
い
の
で
す
。
い

び
き
に
安
眠
を
妨
害
さ
れ
る
怒
り
や
、
頻
回

た
り
運
動
量
が
減
っ
て
体
重
が
増
え
て
い
る
」

「
自
宅
で
生
活
す
る
時
間
が
増
え
、
遅
寝
遅

起
き
と
な
り
夜
更
か
し
を
し
て
し
ま
う
せ
い

か
、
昼
間
の
眠
気
が
強
く
な
っ
て
い
る
」

「
家
族
や
ベ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
い
び

き
、
ま
た
は
睡
眠
中
の
呼
吸
停
止
を
指
摘
さ

れ
、
心
配
し
て
い
る
」

　
皆
さ
ん
の
周
囲
に
こ
れ
ら
を
満
た
す
方
が

い
た
ら
、閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）

を
一
度
疑
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
、
い
び
き
を
か
い
た
り
昼
間
に

眠
気
を
生
じ
る
病
気
と
だ
け
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
や
夜
間
頻
尿
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
身
体
疾
患
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
方

の
50
％
に
高
血
圧
が
あ
り
、
高
血
圧
の
方
の

30
％
に
Ｏ
Ｓ
Ａ
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

ロ
ナ
禍
に
よ
る
長
期
の
巣
ご
も
り
や

在
宅
勤
務
に
よ
り
、
食
生
活
が
乱
れ

「
コ

の
呼
吸
停
止
に
「
こ
の
ま
ま
呼
吸
が
戻
ら
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
毎
晩
葛
藤
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な

り
、
家
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
も
し
ば
し
ば
み
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
病
気
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
し

て
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

-

Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
が
あ
り
ま
す
。
左

記
の
①
か
ら
⑧
を
各
１
点
と
し
、
合
計
５
点

以
上
で
あ
る
と
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
可
能
性
77
％
以

上
、重
症
の
可
能
性
30
％
以
上
と
さ
れ
ま
す
。

〈
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
項
目
　
①
い
び
き
②
日
中
の
疲

労
感
③
第
三
者
に
指
摘
さ
れ
る
無
呼
吸
④
高

血
圧
〉

〈
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
項
目
　
⑤
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
⑥
年

齢
50
歳
以
上
⑦
首
周
囲
40
㎝
以
上
⑧
男
性
〉

　
肥
満
傾
向
の
方
に
Ｏ
Ｓ
Ａ
が
多
い
で
す

が
、
痩
せ
て
い
て
も
特
に
顎
の
小
さ
い
方
、

頭
の
前
後
長
が
短
い
方
は
上
気
道
が
塞
が
り

や
す
く
睡
眠
時
無
呼
吸
に
な
り
や
す
い
で

す
。
日
本
人
の
骨
格
の
特
徴
は
こ
れ
に
該
当

閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸 

そ
の
①

第     

回
16

1989年 東京慈恵会医科大学医学
部卒業。2012年 スタンフォード
睡眠研究所客員准教授、2014年 
東京慈恵会医科大学准教授、2019
年4月 久留米大学医学部神経精神 
医学講座准教授を経て、2020年11
月から現職。東京慈恵会医科大学
客員教授。日本睡眠学会理事・専
門医・学会認定試験委員会委員長、
日本時間生物学会評議員、日本臨
床神経生理学会認定医、日本精神
神経学会代議員・専門医・指導医。

小曽根 基裕
久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授

おぞね もとひろ

［執筆者］

図 致死的脳血管イベントの累積発症率

※無呼吸低呼吸指数（AHI）≧30/h

過眠症

Marin JM et al,  Lancet. 2005

（月）
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感染症とともに生きる

リレーエッセイ 3vol.

●企画／堀 成美（国立国際医療研究センター 客員研究員）

感染予防、重症化予防のために
「少しの後押し」を

一人ひとりの不安や訴えを傾聴し
一番安心できる方法を考え、伝えたい

1998年看護師免許取得後、地元である愛知県の病院で主に内科病
棟に勤務。成田空港検疫所、羽田空港検疫所支所、国立国際医療研
究センター国際感染症センターを経て、2021年より現職。国際医
療福祉大学大学院医学科公衆衛生学専攻在学中。

東京都港区みなと保健所保健予防課　
新型コロナウイルスワクチン接種担当看護師

爾 見  ま さ 子 　
しかみ　まさこ

執 筆 者

較
的
都
市
部
の
ほ
か
、
電
気
や
ガ
ス
が
通
っ
て

い
な
い
集
落
で
１
週
間
程
度
過
ご
し
ま
し
た
。

市
場
で
は
生
魚
や
生
卵
が
炎
天
下
で
売
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
環
境
で
、
賞
味
期
限
の
記
載
も
な

い
調
味
料
、
ポ
ン
プ
で
汲
ん
だ
水
で
調
理
や
洗

い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。

食
事
で
現
地
の
屋
台
を
利
用
す
る
こ
と
や
、

村
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
誘
わ
れ
て
近
く
に
あ

っ
た
川
に
飛
び
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
宿

泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
蚊
帳
も
な
く
、
乾
季

で
暑
い
季
節
で
も
あ
っ
た
た
め
夜
間
も
半
袖
な

ど
の
薄
着
で
過
ご
し
、
防
蚊
対
策
を
ほ
と
ん
ど

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
滞
在
中
、
私
は
特
に

体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
た
た
め
か
、

感
染
症
に
対
す
る
意
識
も
薄
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
ふ
と
帰
国
時
に
マ
ラ

リ
ア
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
到
着
し
た
空
港

検
疫
所
に
立
ち
寄
っ
て
発
熱
し
た
際
の
対
応
に

つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
は
早
期
に

適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
と
重
症
化
し
、
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
疾
患
で
す
。
数
日
後
、
発
熱

し
た
時
に
す
ぐ
に
受
診
で
き
た
こ
と
、
渡
航
先

を
医
師
に
告
げ
た
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
診
断
が

つ
い
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
検
疫
所
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
生
き
た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

無
事
に
マ
ラ
リ
ア
か
ら
生
還
し
た
私
は
、
輸

入
感
染
症
に
関
心
を
持
ち
、
水
際
で
輸
入
感
染

症
の
侵
入
を
防
ぐ
空
港
検
疫
所
、
そ
し
て
渡
航

前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
健
康
相
談
、
海
外
か
ら

帰
国
し
た
体
調
不
良
者
を
診
療
す
る
病
院
で
の

勤
務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆
　
◆
　
◆

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
海
外
渡
航
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

私
が
感
染
症
に
興
味
を
持
ち
、
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
自

身
が
マ
ラ
リ
ア
に
罹
っ
た
こ
と
で
し
た
。

２
０
０
８
年
２
月
か
ら
６
月
に
西
ア
フ
リ
カ
へ

渡
航
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
私
は
、
ア
フ
リ
カ
の
生
活
環
境
や
現

地
で
流
行
し
て
い
る
疾
患
等
の
知
識
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
黄
熱
病
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
済
み
で

あ
っ
た
も
の
の
、
A
型
肝
炎
な
ど
ほ
か
に
推
奨

さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
や
マ
ラ
リ
ア
の
予
防
薬

は
出
発
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
、言
わ
ば
「
無
知
」

「
無
防
備
」
な
状
態
で
し
た
。
そ
し
て
「
自
分

が
罹
る
わ
け
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
マ
ラ
リ

ア
で
し
た
が
、
帰
国
後
に
重
症
マ
ラ
リ
ア
と
診

断
さ
れ
、
疾
患
の
知
識
と
予
防
が
い
か
に
重
要

か
痛
感
し
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
◆
　
◆
　
◆

約
４
カ
月
間
の
渡
航
中
は
、
首
都
で
あ
る
比

そ
う
い
っ
た
病
院
で
の
受
診
者
は
限
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
勤
務

し
て
い
た
ト
ラ
ベ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
私
自

身
が
西
ア
フ
リ
カ
で
マ
ラ
リ
ア
感
染
し
た
経
験

や
、
受
診
し
た
患
者
さ
ん
の
経
験
な
ど
を
踏
ま

え
、
新
た
に
海
外
渡
航
す
る
方
々
に
感
染
症
予

防
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

私
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
業
務
に
当
た

っ
て
い
ま
し
た
。

医
師
の
診
察
後
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
予
防

対
策
は
本
当
に
必
要
な
の
か
と
悩
ま
れ
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
私
自
身
も
そ
う

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
病
気
に
罹
っ

た
ら
楽
し
い
旅
行
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
す
も
ん

ね
」
と
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
る
方

や
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
方
々
の
少
し
の
後
押
し
を
す
る

こ
と
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆
　
◆
　
◆

私
は
現
在
、
保
健
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。こ

こ
で
も
や
は
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
や
有
効
性
等
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
を
持
つ

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
３
回
目
は
副
反
応

が
強
く
出
る
の
か
、
ど
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

れ
ば
一
番
効
果
が
あ
る
の
か
な
ど
と
い
っ
た
電

話
が
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
研
究
結
果
や
公

的
機
関
よ
り
示
さ
れ
た
情
報
な
ど
常
に
新
た
な

情
報
を
取
得
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
不
安

や
訴
え
を
傾
聴
し
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
感
染
予

防
お
よ
び
重
症
化
予
防
の
た
め
、
そ
の
人
に
と

っ
て
安
心
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

VOL.1  高
橋

 幸
子

VOL.2  柳
沢

 如
樹

VOL.3  爾
見

 ま
さ

子
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ニューノーマル 
口腔ケアはどう変わる？

　歯列矯正治療は多くの国で増加
傾向にあります。英国や日本のニ
ュースによると、コロナ禍のマス
ク着用習慣が理由の一つとなって、
成人で歯列矯正をする人が増えて
いるそうです1）2）。一方スウェー
デンでは、23歳までのすべての歯
科医療サービスは歯列矯正を含め
て無料で、歯列矯正の必要性は歯
科矯正専門医が診断し、約25％の
小児が矯正治療を受けています
（図１）3）。よって矯正治療を受
ける成人はほとんどおらず、コロ
ナ禍が矯正治療の需要に影響して
いるということはありません。

　成人であれ小児であれ、矯正装
置をつけるとむし歯のリスクを上
げてしまいます。装置のおかげで
バイオフィルムがたくさんつきや
すく、日々の歯磨きでそのバイオ

3.中指　歯科医院で機械的な歯面
清掃（PMTC）を行い、フッ化物
バーニッシュ（ネバネバとした塗
り薬）を１年に２〜４回局所塗布
すること。
4.薬指　ホームケアで口腔内を清
潔に保つこと。少なくとも１日２
回、ハイリスク者は１日３回行う
こと（本連載2021年夏号を参照）。
5.小指　むし歯になりにくい良好
な食習慣を確立すること。つまり、
むし歯の原因になる発酵性炭水化
物（糖類とデンプン類）を、ダラ
ダラ食いしたり、夜寝る前に摂っ
たりしない。
　読者の皆さんの中でも、矯正治
療をしていたり、しようと考えて
おられる人がいるかもしれません。
個人のリスクに応じたむし歯予防
のために、「５フィンガー法」が
お役に立つことを願っています。

予防プログラムを行うことです3）。
そこで本記事の共同執筆者である
Birkhedは、歯科矯正時のむし歯
予防方法のために手の親指から小
指までを使った教育的なモデルを
編み出し、「５フィンガー法」と
名づけました（図２）。これは次
の５つの項目から成り立っていま
す。
1.親指（赤色で示し、最も重要）
1,450ppmのフッ化物配合歯磨剤
を使った「2+2+2+2のテクニック」※

を行うこと。手短にいうと１日２
回、１回につき２分間、フッ化物
配合歯磨剤を２cm使って磨き、
磨いた後は２時間飲食物を摂取し
ないという方法。
2.人差し指　0.2％ NaF(900ppmF)
のフッ化物配合洗口剤を１日１〜
２回、歯磨きと歯磨きの合間に使
って、歯の周りにいつもフッ化物
が存在するように補うこと。

教育学士、Master of Dental Public Health, PhD
（アイルランド）、NPO法人「最先端のむし歯・
歯周病予防を要求する会」（PSAP）理事長

歯科医師

［執筆者］

西 真紀子
にし まきこ

［共同執筆］

Dowen 
Birkhed

歯学博士、
スウェーデン・イエテボリ大学名誉教授

歯科医師
ドーベン・ビルクヘッド

第 8 回

矯正時のむし歯リスクと予防
「５フィンガー法」を含めて

参考文献１）～３）はこちらから➡　

スウェーデンの歯列矯正患児（14歳）。
上顎左側が八重歯気味のところを矯正中

※本記事の共同執筆者であるBirkhedが開発。本連載2021年新年号で紹介

フィルムの破壊と
除去がしにくいか
らです。むし歯学

（カリオロジー）
の観点から重要な
ことは、第１に「個
人のむし歯のリス
ク」を矯正治療開
始前に評価するこ
と（本連載2021年
春号を参照）、第
２にそのむし歯の
リスクに合わせた

図１

図２

歯科矯正時のむし歯予防で
留意すべき5つの項目
（5フィンガー法）
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そ
ろ
そ
ろ
月
経
が
来
る
か
な
と
い
う
時
期

に
な
る
と
仕
事
で
ポ
カ
を
す
る
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
子
ど
も
に
当
た
る
、
突
然
不
安
に
な
っ

て
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

月
経
前
３
～
10
日
の

黄
体
期
の
間
に
続
く
精
神
的
あ
る
い
は
身
体

的
症
状
で
、
月
経
発
来
と
と
も
に
減
退
、
な

い
し
は
消
失
す
る
も
の
を「
月
経
前
症
候
群
」

と
い
い
ま
す
。
英
語
で
は「Pre-M

enstrual

　

Syndrom
e

」
の
こ
と
で
、
し
ば
し
ば
「
Ｐ

Ｍ
Ｓ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
、
の
ぼ
せ
、
下
腹
部
膨
満
感
、

下
腹
痛
、
腰
痛
、
頭
重
感
、
怒
り
っ
ぽ
く
な

る
、
頭
痛
、
乳
房
痛
、
落
ち
着
か
な
い
、
憂

う
つ
の
順
に
多
く
、
精
神
症
状
が
主
体
で
強

い
場
合
に
は
「
月
経
前
不
快
気
分
障
害
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｄ
）」
と
い
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
社

会
生
活
に
影
響
が
出
る
ほ
ど
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
頻

度
が
５
・
４
％
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
１
・
２
％
（
欧
米

で
は
２
～
４
％
）
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

月
経
の
記
録
と
基
礎
体
温
、
前
述
し
た
諸

症
状
の
出
現
時
期
と
、
軽
い
か
重
い
か
な
ど

を
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
診
断

が
つ
け
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
認
知
行

動
療
法
と
い
っ
て
症
状
の
改
善
が
図
ら
れ
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
に
つ
い

て
定
説
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
排
卵
後
に
症
状

が
出
現
す
る
こ
と
か
ら
黄
体
ホ
ル
モ
ン
原
因

説
、抗
う
つ
剤
の
一
種
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ（
選

択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
剤
）
が

有
効
な
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
セ
ロ
ト
ニ
ン

低
下
説
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
月
並

み
で
す
が
、
規
則
正
し
い
生
活
、
食
生
活
の

改
善
や
適
度
な
運
動
、睡
眠
を
十
分
に
と
る
、

ス
ト
レ
ス
解
消
を
工
夫
す
る
、
タ
バ
コ
や
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
控
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

軽
度
な
場
合
に
は
精
神
安
定
剤
、
利
尿
剤
、

鎮
痛
剤
、
漢
方
薬
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す
。

で
の
保
険
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
症
状
の
陰
に
大
き
な
病
気
が
隠

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
／
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
わ
な
い

で
、
医
師
の
適
切
な
診
断
を
仰
ぐ
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
保
険
適
用

は
な
い
も
の
の
女
性
が
主
体
的
に
取
り
組
め

る
避
妊
薬
で
あ
る
低
用
量
ピ
ル
を
継
続
し
て

服
用
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
症
状
が
軽
減

し
た
症
例
を
多
く
経
験
し
て
い
ま
す
。
ピ
ル

と
い
う
の
は
、
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
と
黄
体
ホ
ル

モ
ン
と
を
組
み
合
わ
せ
た
錠
剤
で
、
こ
れ
を

飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
な
避
妊
を
可
能
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
外
か
ら
安
定
し
た
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
入
る
こ
と
に
よ
り
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
予

防
や
治
療
に
役
立
つ
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ピ
ル
と
同
様
の
成
分
か
ら
な
る
低
用

量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
（
Ｌ
Ｅ

Ｐ
）
製
剤
の
う
ち
「
ヤ
ー
ズ
」※ 

が
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ｄ
に
有
効
だ
と
い
う
海
外
で
の
報
告
も
多
数

あ
り
ま
す
。
抑
う
つ
気
分
が
強
い
人
で
は
Ｓ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
薬

剤
は
、
欧
米
で
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
／
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
治
療

の
第
一
選
択
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国

女
性
が
抱
え
る

　健
康
問
題
と
そ
の
予
防

月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）を
改
善
す
る
に
は

第5話

自治医科大学を１期生として卒業
後、群馬県庁に在籍する傍ら、群
馬大学医学部産科婦人科学教室で
臨床を学ぶ。1988年から日本家族
計画協会クリニック所長。東京都
予防医学協会理事、日本母性衛生
学会常務理事。2018年より現職。

日本家族計画協会 会長

北村 邦夫
きたむら くにお

［執筆者］

月経前に身体的症状がある者と
気分の変化がある者の割合

図

※ヤーズ配合錠®、ヤーズフレックス配合錠®
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肛
門
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
直
腸
か

ら
盲
腸
ま
で
大
腸
の
内
側
の
状
態
を
観
察

す
る
検
査
で
す
（
図
１
）。
こ
の
検
査
で

は
ポ
リ
ー
プ
や
が
ん
、
出
血
、
腸
炎
な
ど

の
有
無
を
鮮
明
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
病
変

が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
内
視
鏡
の
脇

か
ら
鉗
子
を
挿
入
し
て
組
織
を
採
取
し
ま

す
（
図
２
）。
そ
う
し
て
採
取
し
た
組
織

を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
こ
と
で
、
治
療
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。 

　
便
潜
血
検
査
は
、
大
腸
な
ど
の
消
化
管

か
ら
出
血
し
た
微
量
の
血
液
を
検
出
す
る

検
査
で
す
。
負
担
も
少
な
く
簡
単
に
受
け

ら
れ
、
死
亡
率
減
少
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
腸
が
ん
検
診
の
１
次

検
査
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
検
査
法
で

す
。

　
こ
の
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
便
潜
血
の
原
因
が
痔
だ
け
で
あ
る
と

は
断
定
で
き
ま
せ
ん
。
大
腸
に
ポ
リ
ー
プ

な
ど
の
病
変
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
便
潜
血
陽
性
と
な
っ
た
の
に
精
密
検
査

を
受
け
な
い
理
由
と
し
て
は
、
①
自
覚
症

状
が
な
い
か
ら
②
以
前
か
ら
痔
が
あ
る
か

ら
③
便
潜
血
検
査
を
も
う
一
度
受
け
た
ら

陰
性
だ
っ
た
か
ら
④
便
潜
血
検
査
で
２
回

の
う
ち
陽
性
は
１
回
だ
け
だ
っ
た
か
ら
⑤

以
前
の
内
視
鏡
検
査
で
異
常
が
な
か
っ
た

か
ら
―
―
な
ど
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
言
わ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
内
視
鏡
検
査
で
病
気
の
有

無
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た

腹
部
の
痛
み
や
違
和
感
が
み
ら
れ
る
時
は
、

お
茶
の
摂
取
は
可
能
で
、
摂
取
す
る
量
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
査
当
日
は
下
剤
を
服
用
し
て
い
た
だ

き
、
大
腸
の
内
部
に
便
が
残
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
２
時
間
か
ら
３
時
間
か
け
て

数
回
の
排
便
が
み
ら
れ
、
検
査
が
可
能
な

状
態
に
な
る
の
を
待
ち
ま
す
。
排
便
が
透

明
で
残
渣
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
検
査
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
検
査
を
楽
に
進
め
る
た
め
、
希
望
さ
れ

る
方
に
は
鎮
静
剤
を
使
用
し
て
軽
く
眠
っ

た
よ
う
な
状
態
で
肛
門
か
ら
内
視
鏡
を
挿

入
し
ま
す
。
大
腸
内
に
ポ
リ
ー
プ
や
炎
症

な
ど
が
あ
れ
ば
、
切
除
（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ

ー
）
や
一
部
の
組
織
を
採
取
（
生
検
）
し

ま
す
。

便
潜
血
が
陰
性
で
あ
っ
て
も
内
視
鏡
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　　
下
部
内
視
鏡
検
査
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
は
大
腸
内
に
残
渣
が
残
っ
て
い
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
検
査
の
数

日
前
か
ら
海
藻
類
（
ワ
カ
メ
、
海
苔
、
ひ

じ
き
な
ど
）
や
繊
維
の
多
い
食
材
（
ゴ
ボ

ウ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
山
菜
な
ど
）、
種
の

多
い
野
菜
や
果
物
の
摂
取
を
避
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
便
秘
気
味

の
場
合
は
下
剤
を
服
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
前
日
は
19
時
頃
ま
で
に
夕
食
を
済

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夕
食
後
の
水
や

　
検
査
に
か
か
る
時
間
は
15
分
か
ら
30
分

程
度
で
す
。
検
査
終
了
後
は
少
し
休
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
結
果
を
説
明
し
て

終
了
と
な
り
ま
す
。

　　
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
が

放
置
し
て
よ
い
も
の
か
、
治
療
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
か
を
判
断
し
ま
す
。
こ
れ
に

は
青
い
色
素
を
病
変
に
散
布
し
て
内
視
鏡

で
観
察
す
る
「
色
素
内
視
鏡
検
査
」
や
、

表
面
の
構
造
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
特
殊

な
光
を
当
て
て
観
察
す
る
方
法
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1994年東京慈恵会医科大学医学部卒業、同大学外科学講座に入局。国
際医療福祉大学病院外科准教授、町田市民病院外科担当部長を経て、
2018年10月本会消化器診断部長に就任。日本外科学会学会認定医、日
本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医・指導医。

東京都予防医学協会 消化器診断部長

川崎 成郎
かわさき なるお

［執筆者］

保健会館クリニックの
医師がお答えします！

下部内視鏡検査第 5 回

罹患数や死亡数が増加している大腸がん。
部位別のがん死亡数では女性で１位、男性で３位を占めるに至っています。
しかし、大腸がんは早期であれば完治可能といわれる病気。
つまり大腸がん検診でがんを早期に発見し、治療につなげることが大切です。
今号では大腸がん検診として行われる下部内視鏡検査について、本会消化器診断部長の川崎成郎医師が解説します。

Q3
実
際
の

内
視
鏡
検
査
の
流
れ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q4
ポ
リ
ー
プ
な
ど
が

見
つ
か
っ
た
場
合
は

ど
う
す
る
の
で
す
か
？

Q1
下
部
内
視
鏡
検
査
は

ど
の
よ
う
な

検
査
で
す
か
？

Q2
便
潜
血
検
査
で

陽
性
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

痔
か
ら
の
出
血
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
場
合
は

内
視
鏡
検
査
を
受
け
な
く
て

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

横行結腸

左結腸曲

下行結腸

右結腸曲

上行結腸

盲腸

虫垂 直腸
S状結腸

　
治
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
病
変
が
良
性
か
、
が
ん
を
含
む
病
変

（
腺
腫
内
が
ん
）
か
を
鑑
別
し
ま
す
。
内

視
鏡
で
拡
大
観
察
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程

度
の
鑑
別
は
で
き
ま
す
が
、
原
則
的
に
は

病
変
を
内
視
鏡
で
切
除
し
（
図
３
）、
そ

の
組
織
を
顕
微
鏡
で
確
認
す
る
こ
と
で
最

終
的
な
診
断
に
な
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
病
変
は
内
視
鏡
に
よ
る
治

療
の
み
で
完
了
し
ま
す
。
手
術
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
外
科
手
術
に
よ

る
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
初
回
の
内
視
鏡
検
査
で
特
に
病
気
を
指

摘
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
市
区
町
村
が

行
っ
て
い
る
大
腸
が
ん
検
診
を
定
期
的
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
大
腸

が
ん
に
な
る
可
能
性
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
場
合
や

定
期
的
な
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
主

治
医
と
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応

じ
て
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
初
回
の
内
視
鏡
検
査
で
ポ
リ
ー
プ
や
そ

れ
以
外
の
病
気
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
、

病
気
や
症
状
に
応
じ
た
定
期
的
な
検
査
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
次
の
検
査
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
主
治
医
と
相
談
し
て
決
め
て

い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Q5
下
部
内
視
鏡
検
査
は

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で

受
け
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

ポリープ切除の流れ

内視鏡の外観と鉗子孔図2

図3

大腸の構造図1

ポリープの観察

内視鏡の先端より
ポリープ切除のための
ワイヤーを出す

ループ状のワイヤーを
ポリープに被せる

ワイヤーを
徐々に縮めて、
取り残しのないよう
辺縁の境界部分に
合わせる

ポリープ切除完了。
取り残しや
出血はないか、
切除の深さなどを
観察して終了
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ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
猫
た
ち
に
は
頻
繁
に

会
え
な
い
生
活
で
す
。
帰
省
し
た
際
に
猫
た

ち
と
過
ご
し
た
時
に
は
、
今
の
生
活
以
上
に

心
の
落
ち
着
き
や
充
足
感
を
味
わ
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
ペ
ッ
ト
に
よ

る
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
効
果
は
大
き
い
の
で

は
？
　
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

以
前
仕
事
で
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」
と
い

う
、
ペ
ッ
ト
や
動
物
を
医
療
で
活
用
し
た
試

み
が
あ
る
と
知
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
つ

い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
１
９
９
５
年
の
ア
メ
リ
カ
の
研
究
で
は
、

無
症
候
性
の
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
患
者
の

１
年
後
死
亡
率
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ペ
ッ

ト
を
飼
育
し
て
い
た
人
の
死
亡
率
が
そ
う
で

な
い
人
よ
り
明
ら
か
に
低
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
ま
た
茨
城
県
で
行
わ
れ
た
調

査
で
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
る
人
の
方

が
「
手
段
的
日
常
生
活
動
作
（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
＝

家
事
や
電
話
対
応
、
金
銭
管
理
、
交
通
機
関

の
利
用
な
ど
の
動
作
）」
の
点
数
が
良
好
、

か
つ
高
血
圧
の
患
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
研
究
段
階
の
部
分
が
多
い
分
野
で
す

が
、
海
外
で
は
育
児
や
介
護
疲
れ
、
統
合
失

調
症
や
認
知
症
な
ど
の
症
状
緩
和
等
に
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
と
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
精
神
的
な

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

保健
師

コラム 応援
したい！

ペットと癒しの関係
第 ４ 回

　
今
回
は
私
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
法
の
一

つ
と
し
て
、
実
家
で
飼
育
し
て
い
る
ペ
ッ
ト

に
よ
る
癒
し
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
！

　
猫
好
き
の
母
の
影
響
で
子
ど
も
の
頃
か
ら

猫
を
飼
い
、
と
も
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
３
匹
飼
育
し
て
い
た
時
も
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
猫
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
得
ら
れ
た
癒
し
や
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
は
、
私
自
身
の
人
生
の
宝
物
だ
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
外
か
ら
帰
宅
し
た
時
に
は
玄
関

ま
で
「
ニ
ャ
ー
」
と
鳴
き
な
が
ら
迎
え
に
来

て
く
れ
、
猫
を
な
で
な
が
ら
ソ
フ
ァ
ー
で
く

つ
ろ
い
で
い
る
時
に
は
、
一
日
の
疲
れ
が
吹

っ
飛
び
、
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
私
の
住
ま
い
は
実
家
か

安
定
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
社
会
性
の
改
善

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
に
は
日
本
で
も
健
康
管
理
や
医
療
に
お

い
て
活
用
が
広
が
る
よ
う
、
今
後
の
発
展
を

願
っ
て
い
ま
す
。◆

　
◆
　
◆

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
自
身
は
猫
た
ち
と

と
も
に
過
ご
せ
た
こ
と
で
、
ペ
ッ
ト
の
存
在

が
私
な
り
の
日
々
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一

方
、
近
年
で
は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
放
棄
や
多
頭

飼
育
に
よ
る
弊
害
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
で
き
る
か
を

適
切
に
検
討
し
た
上
で
、
皆
様
も
生
活
に
お

け
る
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
法
の
一
つ
と
し
て

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

田波 遥香
本会保健師

健康づくりを

私
と
猫
と
癒
し

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

参考文献　 ・森裕司・奥野卓司「ヒトと動物の関係学　第3巻　ペットと社会」 岩波書店、2008年
・「多頭飼育崩壊、飼育放棄…『飼う責任』どう徹底」日本経済新聞、2019年6月11日、電子版http://www.nikkei.com/article/DGXMZO45921450Q9A610C1L83000/
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管理
栄養
士

コラム

　Wさんは、減量目的に筋トレを始めたところ腹筋が
割れてきて、もっとからだを絞ろうと筋肉づくりを意
識した食事に変えたとのこと。体力もアップし、から
だによいことをしているはずなのに、なぜか体調がス
ッキリしません。おまけに「便秘気味でお腹が張りや
すく、筋トレに集中できなくて」と困っています。
◆腸の中は日々勢力争い
　大腸には、からだによい働きをする「善玉菌」、悪
い働きをする「悪玉菌」、優勢な方になびく「日和見菌」
の３グループに分けられる菌が混在しています。食事
や運動、睡眠、ストレスなどが影響し、常に勢力争い
をしていて、その理想的なバランスは善玉菌：日和見
菌：悪玉菌が２：７：１と言われています。
　悪玉菌が優勢になると有害物質が多く作られ、便秘
や下痢といった腸の不調や、場合によっては免疫力の
低下、肌荒れ、大腸がんなど、からだ全体にも影響を
及ぼしかねません。
◆悪玉菌が優勢!?
　悪玉菌が増える要因は、加齢や生活習慣の乱れの他、
たんぱく質や脂っこいものに偏る、食物繊維の摂り方
が少ないなどの食事内容も大きく関わってきます。
　Wさんは「筋肉づくりで一生懸命たんぱく質ばかり
食べていたな」と偏りに気づいたようです。
◆腸の強い味方
　腸内環境を整えるために、食事のポイントを３つア
ドバイスしました。
　１つ目は発酵食品を積極的に摂ること。ヨーグルト

や納豆、味噌、漬物などには乳酸菌、ビフィズス菌、
麹菌など腸で善玉菌として働く菌が存在します。これ
らの菌は２、３日で体外へ排泄されてしまうので、少
しずつでも続けて摂ることが大事です。
　２つ目は善玉菌が長くとどまるよう、善玉菌のエサ
となる食物繊維やオリゴ糖を含む食材を摂ることで
す。
　そして３つ目に、１日に摂る食品数を増やすことで
す。いろいろな食品を摂ることで、さまざまな種類の
菌も摂りやすくなるでしょう。
◆不足しやすい食物繊維
　日本では成人の食物繊維の目標量は男性21g以上、
女性18g以上※1です。しかし現状の平均は15g程度※2

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

不腸（不調）を改善しよう

石元 三千代
本会管理栄養士

「食」サポート
運動を楽しく続けるための

第     回5

※１ 日本人の食事摂取基準（2020年版）より
※２ 令和元年国民健康栄養調査より

Wさんのプロフィール

・26歳、男性、会社員

・BMI 22.5（身長175cm、体重69kg）　

・体脂肪率18％

・運動：週５日、　ジムで１時間

　　　 ウエイトトレーニング

◉ある日の食事
内容

朝：トースト１枚、ゆで卵２個、プロテイン１食分、牛乳200ml

昼：市販のお弁当（米飯軽め、チキンソテー200g、ブロッコリー３房）

夕：豆腐１丁、納豆１パック、サラダチキン1パック、野菜サラダ１パック

間：プロテイン１食分、牛乳200ml、ハム8枚

20代男性の１日の推定エネルギー必要量　　2650kcal※

※日本人の食事摂取基準（2020年版）より　数値は身体活動レベル「ふつう」の場合

　エネルギー産生栄養素バランス　たんぱく質13～20％、脂質20～30％、炭水化物50～65％

この日の摂取エネルギー量：2122kcal  

エネルギー産生栄養素バランス：たんぱく質 33.1％、

 
脂質46.4％、炭水化物24.4％

と目標を下回っています。
　食物繊維は便を軟らかくし、カサを増やして腸を刺
激するので便秘改善には欠かせません。穀類、大豆、
野菜、海藻、きのこ、いも、果物など植物性の食品か
ら十分に摂ることが望まれます。
　すると、「穀類はあえて減らしていたな」とWさん。
アドバイス後、「昔ながらの和食を取り入れてみます。
朝は納豆卵かけ玄米に、具だくさん味噌汁と漬物です
かね」と早速献立を考えていました。

◉Wさんのある日の食事内容

［夕食］ ［間食］

［朝食］ ［昼食］
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今
回
か
ら
始
ま
る
新
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
か

ら
だ
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
「
筋
肉
」
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　
毎
回
、１
つ
の
筋
肉
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、

そ
の
筋
肉
の
働
き
や
役
割
を
お
伝
え
し
、
動

き
を
よ
く
す
る
た
め
の
運
動
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

　
第
１
回
は
「
中
殿
筋
」
で
す
。
中
殿
筋
は

お
尻
の
筋
肉
（
殿
筋
群
）
の
一
つ
で
す
。
お

尻
の
筋
肉
の
中
で
最
も
大
き
い
の
は
大
殿
筋
、

中
殿
筋
よ
り
小
さ
い
の
が
小
殿
筋
と
い
っ
た

具
合
に
、大
き
さ
が
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
殿
筋
と
比
較
す
る
と
、
大
き
さ
こ
そ
小

さ
い
も
の
の
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
中
殿
筋
は
骨
盤
の
側
面
に
付
着
し
て
お
り
、

形
状
は
扇
形
で
す
。
位
置
と
し
て
は
ウ
エ
ス

図の出典『新･図解　機能解剖学』小出清一／日本フィットネス協会

ト
の
す
ぐ
下
に
あ
る
腰
骨
（
腸
骨
稜
）
か
ら
、

下
に
下
が
っ
て
足
の
付
け
根
横
の
出
っ
張
っ

て
い
る
骨
（
大
腿
骨
の
大
転
子
）
に
か
け
て

つ
い
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
中
殿
筋
に
は
①
足
を
真
横
に
開
き
上
げ
る

（
股
関
節
外
転
）
②
足
を
内
股
に
す
る
（
股

関
節
内
旋
）
③
足
を
外
股
に
す
る
（
股
関
節

外
旋
）
と
い
う
、
股
関
節
を
動
か
す
３
つ
の

働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
中
殿
筋
の
前
半
分
が
他
の
筋
肉
と
協
働
し

て
②
の
働
き
を
し
、
後
ろ
半
分
が
他
の
筋
肉

と
協
働
し
て
③
の
働
き
を
し
ま
す
。

　
中
殿
筋
に
よ
る
こ
れ
ら
の
働
き
は
、
立
ち

姿
勢
や
歩
行
時
に
骨
盤
を
安
定
さ
せ
る
際
に

力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
両
足
立
ち
や
片
足
立

ち
を
す
る
時
、
歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
て
足

が
着
地
す
る
際
に
機
能
し
ま
す
。
ま
た
、
地

面
に
対
し
て
足
で
踏
ん
張
る
時
に
は
、
骨
盤

が
横
に
ブ
レ
な
い
よ
う
固
定
さ
せ
る
力
を
発

揮
し
ま
す
（
図
２
）。

　
で
す
か
ら
、
中
殿
筋
の
筋
力
が
弱
ま
る
と

骨
盤
が
安
定
せ
ず
、
着
地
の
時
に
下
半
身
に

力
が
入
り
に
く
く
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
か
ら
だ
の
左
右
に
付
着
す
る
筋
肉

の
た
め
、
筋
力
の
左
右
差
が
大
き
く
な
る
と

筋
肉
の
使
い
方
に
も
偏
り
が
で
き
や
す
く
な

り
、
筋
肉
や
関
節
に
必
要
以
上
の
負
荷
が
か

か
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
左
右
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
動
作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

腰
痛
や
ひ
ざ
の
痛
み
な
ど
の
か
ら
だ
の
不
調

が
出
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
中
殿
筋
の
左
右
差
を
大
き
く
し
な
い
た
め

に
も
、
足
を
組
む
、
片
足
に
重
心
を
か
け
て

立
つ
、
な
ど
の
動
作
・
姿
勢
は
で
き
る
だ
け

行
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
筋
力
が
弱
ま
ら
な
い
よ
う
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
筋
肉
を
よ
く
使
い
、

ス
ト
レ
ッ
チ
で
筋
肉
の
柔
ら
か
さ
を
保
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＊

は
、
中

殿
筋
の
働
き
の
特
性
を
よ
り
引
き
出
せ
る
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
短
時
間
で
集
中
し
て
行
え
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

からだの安定作り出す！ 中殿筋
中
殿
筋
の
位
置

＊ エクササイズ動画はこちらから▶

第 1 回

健 康 運 動 指 導 士 コ ラ ム

中
殿
筋
の
働
き

瀬戸口 恵子
本会健康運動指導士
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歩行時に
中殿筋が働く時

中殿筋

中殿筋の位置

大転子

中殿筋

（右面） （後面）

図１

図２

腸骨稜

保
健
師
と
は
」。
産
業
保
健
師
の
職
域
で
の

役
割
や
、
組
織
・
体
制
の
中
で
の
活
動
の
あ

り
方
な
ど
を
紹
介
。
予
防
医
学
協
会
の
よ
う

な
労
働
衛
生
機
関
に
所
属
す
る
保
健
師
の
活

動
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
第
２
章
は
「
産
業

保
健
師
の
基
本
業
務
の
ポ
イ
ン
ト
」。
第
３

章
は
「
テ
ー
マ
別
産
業
保
健
師
の
業
務
」
に

つ
い
て
。
生
活
習
慣
病
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
感
染
症
対
策
等
の
リ
ス
ク
管
理
な
ど
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
第
４
章
は
「
産
業
保

健
師
の
業
務
連
携
・
連
絡
先
」。
地
域
保
健

と
の
連
携
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
し
て

第
５
章
で
「
産
業
保
健
師
の
こ
れ
か
ら
」
に

つ
い
て
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
や
日
本
産
業

保
健
師
会
の
考
え
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
産
業
保
健
の
現
場
で
は
約
３
割
が
１
人
職

場
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
は
外
部
支
援
体
制
が
必
要
で
す
。
本
書
は

そ
う
い
う
人
た
ち
に
も
、
こ
れ
か
ら
め
ざ
そ

う
と
す
る
保
健
師
や
現
役
の
保
健
師
、
さ
ら

に
産
業
医
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一

冊
で
す
。

平
成
30
年
の
統
計
で
す
が
、
地
域
保
健
で
働

く
保
健
師
が
３
万
９
０
０
０
人
い
る
の
に
、

事
業
所
で
働
く
保
健
師
の
数
は
３
３
０
０
人

と
10
分
の
１
。
地
域
保
健
は
極
め
て
重
要
で

す
が
、
産
業
保
健
の
現
場
で
働
く
保
健
師
は

ま
た
別
の
専
門
職
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か
も

働
く
世
代
で
は
、
中
小
零
細
企
業
も
合
わ
せ

れ
ば
日
本
人
の
大
部
分
は
働
い
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
働
く
人
た
ち
の
保
健
活
動
を
も
っ

と
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考

え
ま
す
。
特
に
今
は
感
染
症
対
策
、
長
時
間

労
働
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
改
革
、

表
面
に
出
に
く
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
本
書
は
、
産
業
の
現
場
で
実
績
の
あ
る
保

健
師
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
事
例
や
詳
細
な
解
説
も
加
え
、

理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
章
を
追
っ
て
み
る
と
、
第
１
章
は
「
産
業

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

産
業
保
健
師
の
活
動
Ｑ
＆
Ａ
編
集
委
員
会

『
産
業
保
健
師
の
活
動
Ｑ
＆
Ａ
』

日本赤十字社熊本健康管理センター名誉所
長。1960年熊本大学医学部卒業。同大学第
２内科講師を経て、1978年日本赤十字社熊
本健康管理センターを創設。所長として25
年務め、2003年名誉所長に。2013年より（一
財）熊本県健康管理協会理事長。数社の嘱
託産業医も務めている。

小山 和作
こやま　わさく

産業保健師の活動Q＆A
産業保健師の活動Q&A編集委員会 著

大久保利晃、飯島美世子 監修
バイオコミュニケーションズ

０
１
６
年
、
熊
本
を
大
き
な
地
震
が

襲
い
ま
し
た
。
死
傷
者
３
０
０
０
人

余
り
、
住
家
の
被
害
19
万
８
０
０
０
棟
。
表

現
し
が
た
い
被
害
状
況
で
し
た
。
中
で
最
も

被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町
か
ら
緊
急
の
要

請
が
あ
っ
て
町
役
場
職
員
の
産
業
医
を
依
頼

さ
れ
た
の
は
発
災
直
後
の
こ
と
で
し
た
。「
住

民
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
職

員
の
命
が
危
な
い
」。
私
は
二
つ
返
事
で
受

け
ま
し
た
。
役
場
の
建
屋
自
体
が
崩
壊
し
、

職
員
は
不
眠
不
休
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の

実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
唖
然
と
す
る
ば

か
り
で
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
の
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

職
員
の
健
康
管
理
上
の
山
積
す
る
課
題
の
た

め
に
、
直
ち
に
産
業
保
健
師
を
採
用
す
る
よ

う
町
長
に
掛
け
合
い
、
実
現
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か

ら
、
私
は
産
業
保
健
師
の
活
動
に
重
大
な
意

義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
産
業
保
健
師
の
活
動
の
場
は
実

に
広
い
し
、
奥
が
深
い
。
先
の
例
は
災
害
と

い
う
特
殊
な
場
合
で
す
が
、平
時
で
み
て
も
、

２
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本会の健康支援センターの仕事をご紹介します。

健康増進部は保健師９人、管理栄養士２人、健康運動指導士４人、
事務職２人で構成されており、個別指導と集団指導を合わせて
年間約１万8000人に指導を実施しています。
この機関誌「よぼう医学」では、小堀悦孝指導医の
監修の下、専門３職種が毎号コラムを執筆しています。
健康管理に対する意識の高い企業から、自社の保健指導機能の
不足する部分を健康診断と合わせて委託されるなど、
企業や事業所ごとのニーズに応じた健康づくりの提案や
支援を行っている部署です。

健康増進部

健康診断の事後指導をはじめ、各種の健康相談、健
康教育、特定保健指導を行っています。
従来の指導体制だけではなく、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大によって生まれた「新しい生活様式」
での健康づくりの支援にも取り組んでいます。特に
Webを活用した個別保健指導や集団指導体制の構築、
DVD等の作成を行うなど、感染対策を講じた指導は
時代のニーズと捉え速やかに実施体制を整えました。

各種指導の実施

本会の人間ドックでは保健師が受診者全員に保健相談を実施し、
健康に関する情報提供を行っています。また、健保契約による当日
の特定保健指導初回面接（希望に合わせた３～６カ月のプログラム）
を実施しています。人間ドックの昼食では、管理栄養士が考案した
ヘルシーメニューの「彩食健美膳」を提供。このお弁当はスマート
ミール認証を受けており、喫食と併せて食に関する情報提供も行っ
ています。さらに人間ドックのオプションとして、管理栄養士によ
るスマートライフコースや骨コツアップコース、健康運動指導士に
よる体力アップコースを用意しています。

人間ドックへの関わり

人間ドック受診前のオプション検査の
選び方の相談や、健康診断を受診後に、
健診結果の見方がわからないという方へ
の説明を保健師が行っています。
特に結果の見方については、異常所見
を指摘された方に、その数値等の意味を
正しく理解し納得していただけるよう、
わかりやすく情報提供を行っています。

電話相談対応

です！健康支援センター
こんにちは！

保健師が契約企業を訪問し、健康診断結
果の分析や保健指導、健康づくりのサポー
トをしています。企業のスタイルに合わせ
た、よりきめ細かい産業保健活動を推進で
きます。
感染症対策を想定した「新しい生活様式」
では、一人ひとりに自己健康管理能力を身
につけることが求められています。そのた
め、仕事を覚えるタイミングや節目年齢に
ヘルスリテラシーを高める新入社員研修や
年代別研修が好評です。

働く人の健康づくりサポート

生活習慣全般の見直しや健診結果の見方について
・保健師

アルコールとのつき合い方や食育について
①�アルコール体質検査（自分のアルコールの体質、　　　　　　
体質に合った飲み方について学ぶ）
②�ランチョンセミナー（人間ドックの彩食健美膳を
喫食しながら、自分に合ったエネルギー、栄養バ
ランス、実践方法をスライドで学ぶ）

・管理栄養士

運動教室
①ストレッチや簡単な筋力トレーニング手法の実践
②情報機器作業による肩こり、頸頚腕障害対策等
③年代別では腰痛対策等

・健康運動指導士

専門３職種が取り組んでいる研修には次
のようなものがあります。
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健康増進部では、労働衛生サービス機関として産業保健支援業務の受託体制を整備しています。
スタッフの専門性向上のための取り組みとしては、日本産業衛生学会が認定している

産業保健看護専門家制度の資格取得をはじめ、各種学会や講習会への参加、学会発表なども行っています。
また、医学系大学の学生（産業医・保健師）の実習・教育にも協力しています。
今後も、より質の高い支援を提供できるようスタッフ一同、取り組んでいきます。

２年連続で健康経営優良法人ホワイト500の
認定を受けた本会の多種多様な施策のノウハウ
を生かし、これから健康経営優良法人をめざす
企業への支援に取り組んでいます。
健康経営エキスパートアドバイザーの保健師
が、健康診断の結果分析や健康づくりの進め方
等をアドバイスし、管理栄養士による栄養相談・
教室、健康運動指導士による職場の運動推進対
策としてウォーキングやストレッチ教室、腰痛
対策等も行っています。
今後はメンタルヘルス対策として精神保健福
祉士の資格を持つ保健師によるマインドフルネ
ス体験やレジリエンス（回復力）を高める支援
にも着手していきます。

健康経営優良法人を
めざす企業のサポート

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 地域・学校保健事業部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1火曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
日本大学医学部
客員教授

鈴木眞理
跡見学園女子大学
心理学部特任教授

外来日 第３木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１火曜日 午後 第２月曜日 午後
第４金曜日 午後 第３火曜日 午後 第２木曜日 午後
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本
会
の
活
動
か
ら

　
先
天
性
代
謝
異
常
等
検
査
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

実
施
主
体
で
あ
る
東
京
都
と
採
血
業
務
を
担
う
病
産
院
、

検
査
業
務
を
担
う
本
会
、
東
京
都
医
師
会
ら
関
連
団
体
、

そ
し
て
治
療
に
当
た
る
専
門
医
ら
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
や
課
題
を
検
討
す
る
連
絡
協
議
会
。

　
そ
の
令
和
３
年
度
の
協
議
会
が
１
月
24
日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
開

催
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
の
検
査
実
績
や
追
跡
調
査
、
タ

ン
デ
ム
マ
ス
法
を
用
い
た
副
腎
過
形
成
症
の
２
次
検
査
実

績
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
職
員

14
人
が
参
加
し
た
。

　
第
55
回
全
国
予
防
医
学
技
術
研
究
会
（
主
催
　
予
防
医

学
事
業
中
央
会
、
ふ
く
お
か
公
衆
衛
生
推
進
機
構
）
が
２

月
17
日
に
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
さ
れ
、
研
究
発
表
は
２
月
28
日
ま

で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
さ
れ
た
。

　
研
究
会
に
は
全
国
の
都
府
県
支
部
か
ら
延
べ
３
６
８
人

が
参
加
。「
新
た
な
る
予
防
医
学
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
、健
診
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
や
学
校
検
診
、

各
種
が
ん
検
診
、
特
定
保
健
指
導
な
ど
51
題
の
発
表
が
行

わ
れ
、
本
会
か
ら
は
職
員
５
人
が
参
加
し
た
。

　
令
和
３
年
度
全
国
業
務
研
修
会
（
主
催
　
予
防
医
学
事

業
中
央
会
）
が
２
月
24
日
～
25
日
の
２
日
間
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

さ
れ
、
全
国
の
都
府
県
支
部
か
ら
渉
外
担
当
ら
２
５
３
人

が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
は
、
各
支
部
の
現
状
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、

情
報
交
換
を
行
う
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
改
善
点
や

必
要
な
取
り
組
み
を
確
認
し
、
健
診
・
検
査
や
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
地
域
健
診
」「
学
校
検
診
」「
職

域
健
診
」「
施
設
健
診
」
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
討
議
が

行
わ
れ
、
本
会
か
ら
は
職
員
６
人
が
参
加
し
た
。

　
令
和
３
年
度
保
健
指
導
研
修
会
（
主
催
　
予
防
医
学
事

業
中
央
会
）
が
３
月
４
日
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
保
健
指
導
」
を
テ
ー
マ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
さ
れ
、
全
国
の

都
府
県
支
部
か
ら
68
人
が
参
加
し
た
。
研
修
会
で
は
、
３

支
部
（
石
川
県
、
兵
庫
県
、
群
馬
県
）
の
取
り
組
み
の
現

状
が
報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
他
、「
特
定
保

健
指
導
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ

た
。
本
会
か
ら
は
、
総
合
進
行
を
務
め
た
健
康
増
進
部
次

長
の
加
藤
京
子
の
他
、
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

　
東
京
消
防
庁
に
よ
る
「
上
級
救
命
講
習
」
が
２
０
２
１

年
12
月
、
四
谷
消
防
署
で
開
催
さ
れ
、
健
康
増
進
部
の
健

　
本
会
は
昨
年
末
、
東
京
都
が
作
成
し
た
動
画
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
受
け
よ
う
！ 

が
ん
検
診
」
の
撮
影
に
協
力
し
、

感
染
対
策
に
取
り
組
む
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
な
ど
を
収
録
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
動
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
が
ん
検
診
の
受
診
を
控
え

る
方
が
少
な
く
な
い
状
況
を
受
け
て
東
京
都
が
作
成
し
た

も
の
で
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。
動
画
は
こ
ち
ら
か
ら

https://tokyodouga.jp/pbnnd2dfgbi.htm
l

東
京
都
の
が
ん
検
診
啓
発
動
画
の

制
作
に
協
力

東
京
消
防
庁
の
上
級
救
命
講
習
で

認
定
証
を
取
得

令
和
３
年
度
東
京
都
先
天
性
代
謝
異
常
等

検
査
連
絡
協
議
会
が
開
催

第
55
回
全
国
予
防
医
学
技
術
研
究
会
に
参
加

令
和
３
年
度
全
国
業
務
研
修
会
に
参
加

令
和
３
年
度
保
健
指
導
研
修
会
に
参
加
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康
運
動
指
導
士
１
人
が
上
級
救
命
講
習
に
参
加
し
「
上
級

救
命
技
能
認
定
証
」
を
取
得
し
た
。

　
な
お
、
本
会
の
健
康
運
動
指
導
士
は
全
員
こ
の
講
習
を

受
講
し
、
認
定
証
を
取
得
し
て
い
る
。

●
日
本
総
合
健
診
医
学
会
第
50
回
大
会
が
1
月
28
～
29
日
、

「
人
生
百
年
時
代
の
健
康
診
断
―
―
老
若
男
女
に
寄
り
添

っ
た
健
診
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
宮
城
県
仙
台
市
で

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
さ
れ
、
放
射
線
部
長
の
富
樫
聖
子
と

職
員
の
八
木
真
央
が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
。
八
木
は
一
般
講
演

で
「
偽
陰
性
胃
癌
か
ら
み
た
透
視
観
察
部
位
の
検
討
」
と

題
し
て
発
表
し
た
。

●
２
０
２
１
年
度
後
期
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会

研
修
会
（
基
礎
技
術
者
、
専
門
技
術
者
、
相
談
医
）
が
２

月
２
日
～
３
月
16
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
さ
れ
、
小
児
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
科
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

●
第
31
回
日
本
乳
癌
画
像
研
究
会
が
２
月
５
～
６
日
愛
知

県
名
古
屋
市
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・

診
断
部
長
の
坂
佳
奈
子
医
師
と
放
射
線
部
の
職
員
２
人
が

Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
。
坂
医
師
が
特
別
企
画
で
座
長
を
務
め
た

他
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
に
お
け
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
自
動
診
断
シ
ス
テ
ム

（D
LA

D
S

）
研
究
の
概
要
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
放
射
線
部
の
森
本
恵
は
「
乳
房
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス

に
お
け
る
１
㍉
厚
と
６
㍉
厚
画
像
の
読
影
比
較
検
証
」
と

題
し
て
発
表
し
た
。

●
第
86
回
日
本
循
環
器
学
会
学
術
集
会
が
３
月
11
～
13
日
、

「
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
る
循
環
器
病
学
」を
テ
ー
マ
に
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
さ
れ
、
総
合
健
診
部
長
の
川
井
三
恵
医
師
が
参
加
し

た
。

　
新
年
度
に
先
立
ち
、
本
会
で
は
例
年
学
校
に
お
け
る
検

診
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
に
よ
る
打
ち
合

わ
せ
会
を
開
い
て
い
る
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
心

臓
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
４
日
に
、
腎
臓
検
診
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
11
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

し
た
。

　
本
会
で
は
毎
年
、
医
師
や
看
護
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
健
診
現
場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
話
し
合
い
、
共
通
理
解
を
深
め
て
、
健
診
の

精
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
度
の
ナ
ー
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ド
ク
タ
ー
ズ
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
に
続
き
書

面
で
行
わ
れ
た
。

　
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
外
来
診
療
で
本
会
を
利
用

さ
れ
る
皆
様
の
目
線
に
立
っ
て
、
よ
り
活
用
し
や
す
い
内

容
に
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

●
３
月
10
日
、
女
性
従
業
員
を
対
象
に
「
女
性
の
健
康
管

理
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合

病
院
産
婦
人
科
准
教
授
の
小
川
真
里
子
医
師
を
講
師
に
招

き
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
、
充
実
し
た
第
二
の
人
生
を

送
る
た
め
に
『
活
き
活
き
と
働
き
続
け
る
た
め
の
女
性
の

健
康
管
理
』」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
い
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
「
ス
ポ
ー
ツ
エ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と

東
京
都
の
「
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
推
進
企
業
」
に
、
い
ず
れ

も
２
０
１
８
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
認
定
さ
れ
た
。

●
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る
法
人
と
し
て
、
昨

年
に
続
き
「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
２
（
大
規
模
法

人
部
門
、
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
）」
の
認
定
を
受
け
た
。
　

　
本
会
は
今
後
も
、
職
員
の
健
康
を
重
要
な
経
営
資
源
と

捉
え
、職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

快
適
な
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

　
３
月
24
日
、
本
会
の
令
和
３
年
度
第
４
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
理
事
会
で
は
、
理
事
長
の
久
布
白
兼
行
を
議
長

に
、「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
承
認
の
件
」「
令

和
４
年
度 

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
等
の
見
込
み
承
認

の
件
」
な
ど
の
決
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

学
術
集
会
への
参
加
等

医
師
、
看
護
師
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル

本
会
の
健
康
経
営
の
取
り
組
み

本
会
の
理
事
会
が
開
催

学
校
に
お
け
る
心
臓
検
診
・
腎
臓
検
診
の

打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
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Web Seminar Information

第303回ヘルスケア研修会

基礎から学ぶ——
経営戦略としての

健康経営と今後の展開

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131  内線2241、2242

問い合わせ

社会的健康戦略研究所 
代表理事

浅野 健一郎 氏
講　　師

2022年３月15日～６月14日配信期間

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。配信方法

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

第304回ヘルスケア研修会

育児介護休業法の改正と
職場での対応

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131  内線2241、2242

問い合わせ

社会保険労務士法人中村・中辻事務所 代表
中辻 めぐみ 氏講　　師

2022年６月15日～９月14日配信期間

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。配信方法

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

簡便で効率的なLSDスクリーニング
　１枚のろ紙血ディスクから６種類までのLSD疾患の新生
児スクリーニングを可能にする、初の市販タンデムマス用
キットです。
　NeoBase™ ２とNeoLSD™キットを同一タンデム装置上
で容易に切り替えることができます。広い分析範囲により
NeoLSD™キットは偽陽性率を低く抑える可能性があり、
酵素活性測定による再測定や不必要な遺伝子確認検査によ
るコストを抑えます。

NeoLSD™ MSMS kit

NeoLSDTM MSMS キット
・	ポンぺ、MPS-I、ファブリ、ゴーシェ、ニーマン-ピックA/B、
	 クラッベを1枚ろ紙血ディスクから測定
・	広いダイナミックレンジにより、異常と正常検体をより良く分離。
	 偽陽性の減少、コストの抑制
・	測定時間は1検体2分間の高スループット

＊NeoBase2キットとNeoLSDキットは試験研究用です。診断目的には使用できません。

株式会社パーキンエルマージャパン
ダイアグノスティクス事業部
〒240-0005　横浜市保土ケ谷区神戸町134 横浜ビジネスパークテクニカルセンター 4F
Tel 045-339-5883　Fax 045-339-5872
www.perkinelmer.com
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●『よぼう医学』は本会ホームページからもご覧いただけます。

※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

●発行人	 久布白兼行
●発行所	 公益財団法人東京都予防医学協会
	 〒162-8402　東京都新宿区市谷砂土原町1-2	
	 TEL：03-3269-1121　
	 FAX：03-3260-6900
	 URL：https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp

●企　画	 広報企画委員会
●編　集	 広報室
●デザイン	 大谷達也（有限会社アイル企画）
●表紙イラスト	 いわざきももこ
●印　刷	 大日本印刷株式会社

2022年4月15日発行　通巻第544号

あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！

2022 SPRING  No.16

春号

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/

個 人 情 報 の 取 り 扱 い に つ い て
　日頃より、公益財団法人東京都予防医学協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くださりありがとうございます。
　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、
役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、本会の「個人情報の取り扱いについ
て」に沿って適正に管理しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場合には、お
手数ですが、下記広報室までご連絡ください。

03-3269-113103-3269-7562koho@yobouigaku-tokyo.jp

送 付 先 の 変 更 ・ 送 付 中 止 に つ い て

健康管理コンサルタントセンター コンサルテーションのご案内

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで 東京都新宿区市谷砂土原町1-2　公益財団法人東京都予防医学協会 広報室内

TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理相談を
お引き受けします

健康管理コンサルタントセンターの幹事である医師が事業所、学校、
各種団体の健康管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

▶

▶▶▶

　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室までお知らせください。
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